
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1  3 科目 2   6 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2  ○  ○  ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2  ○  ○  ○

2 ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2  ○  ○  ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2  ○  ○  ○

2 ○ ○

2 ○

2 ○ ○

授業科目

データサイエンス

AIと社会

プログラムを構成する授業科目について

 「数理の科学」(半期2単位)　全学共通科目必修の「コンピュータリテラシー」（半期2単位）及び選択必修の「データサイエンス」（半期2単
位）・「AIと社会」（半期2単位）の修得をもって、プログラムの修了要件としている。 「数理の科学」　「コンピュータリテラシー」「データサイ
エンス」「AIと社会」の内容は「数理・データサインエンス・AI(リテラシーレベル)モデルカリキュラム」(数理・データサイエンス教育強化拠
点コンソーシアム)に準拠しており、 各回、対面形式で開講するとともに、授業支援ツール（LMS）を用いて事前・事後学修の支援をして
いる。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密
接に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

 数理の科学

コンピュータリテラシー

授業科目

様式１

授業科目

 数理の科学

コンピュータリテラシー

データサイエンス

AIと社会

授業科目

相模女子大学

全学共通科目　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

授業科目

データサイエンス

AIと社会

授業科目

データサイエンス

AIと社会

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

 数理の科学

コンピュータリテラシー

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

 数理の科学

コンピュータリテラシー
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2  ○  ○  ○  ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目

データサイエンス

AIと社会

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

 数理の科学

授業科目

 4-1統計および数理基礎

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

コンピュータリテラシー

 数理の科学

4-1統計および数理基礎データサイエンス

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

講義内容

 ・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたもののみ方（1回, 3回）

 この科目の初回に導入として、データを起点としたものの見方について、数理・データサイエンス・AIを学ぶ必
 要性を伝える。また、確定的に考えるのではなく、確率的に考える事を学ぶ。（1回, 3回）
「第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会」
・情報化社会、コンピュータとインターネットの仕組み（【コンピュータリテラシー】第2回）：第4次産業革命と
Society5.0の理解を深め、データ駆動型社会の実現に向けた課題や可能性について考える。
「データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方」
・データサイエンスとは何か（【データサイエンス】第1回）：現代社会におけるデータサイエンスの重要性及び、
データを起点としたものの見方について、数理・データサイエンス・AIを学ぶ必要性を理解する。
「ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット」
・AIと社会の関係（【AIと社会】第1回）：AI技術とは何か、そして現代社会における役割と可能性について概観
する。

 ・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）(15回）

 この科目の最終回では、それまでの内容をAIや機械学習との関係からまとめ、AI最新技術の活用例の動向を
 紹介する。(15回） 

「AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）」
・現代社会におけるAIの利活用（【AIと社会】第11回）：AIを活用する社会のあり方について実例などを交えなが
ら検討する。
「AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)」
・AI 技術と未来への展望（【AIと社会】第14回）：AIによって未来の社会はどのように変貌するかを予測し、より

        よい社会にするにはどうするべきかを考える。

 ・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど(2回）

 社会で活用されている調査データや機械の稼動ログデータから、確率（離婚率や故障率など）がどのように算
 出されているか学ぶ。(2回）
「調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど」
「構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）」
・データの種類、尺度水準（【データサイエンス】第3回）：さまざまな方法で収集されるデータを知り、データの性
質に応じた分類（定性・定量データ）や、測定尺度（名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比率尺度）を理解し、適切
に分析するための基礎を学ぶ。

 ・データ・AI活用領域の広がり（生産、消費、文化活動など）（11回、12回）
 ・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど（11回、12回）
 ・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など（7回）

 仮説検証の基礎となる背理法と帰無仮説について学ぶ。(7回）
 販売、マーケティングにおいて、広告費を増額すると売上高がどうなるかという事例からデータ・AI活用領域の
 広がりを学ぶ。（11回、12回）
「データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)」
・データサイエンスとは何か（【データサイエンス】第1回）：現代社会におけるデータサイエンスの活用について
知り、数理・データサイエンス・AIを学ぶ必要性を理解する。
「仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など」
・推測統計：統計的仮説検定の考え方 （【データサイエンス】第10回）：統計的仮説検定の考え方について学
ぶ。
「対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用」
・生成AI（【AIと社会】第6回）： 生成AIの技術的な背景と利活用、および社会的な影響について説明する。

授業科目
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

 ・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性（15回）
 ・情報漏洩等によるセキュリティ自己の事例紹介（15回）

 情報セキュリティについて学ぶ。(15回）
 情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介を通じて、データを扱う上での注意点について学ぶ。（15回）
「情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）」
コンピュータとインターネットの仕組み（【コンピュータリテラシー】第2回）：情報社会におけるセキュリティについ
て学ぶ。

 ・データの種類（量的変数、質的変数）（13回、14回）
 ・データの分布（ヒストグラム）と代表値（平均値、中央値、最頻値）（2回、4回）
 ・観測データに含まれる誤差の扱い（14回）
 ・相関と因果（相関係数、疑似相関、交絡）（10回）
 ・母集団と表法抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）（5回）
 ・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列（13回、14回）

 データの種類（量的変数、質的変数）について学ぶ。(13回、14回）
 データの分布（ヒストグラム）と代表値（平均値、中央値、最頻値）について学ぶ。（2回、4回）
 チョコレートの消費量とノーベル賞の受賞数を例に、相関と因果（相関計数、擬似相関、交絡）について学ぶ。
 （10回）
 街頭アンケートを例に、母集団と標本抽出について学ぶ。（5回）
 健康診断の有無により、医療費が節約できるかクロス集計表で評価することを学ぶ。（13回、14回）
 観測データに含まれる誤差の扱いについて学ぶ。(14回）
「データの種類（量的変数、質的変数）」
「データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）」
「代表値の性質の違い」
・記述統計：尺度水準、代表値（【データサイエンス】第3回）：データの性質に応じた分類（定性・定量データ）
や、測定尺度（名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比率尺度）を理解し、適切に分析するための基礎を学ぶ。さら
に、データの特徴を知るための指標として代表値を知り、平均値、中央値、最頻値の求め方とその違いをよく
理解する。
「データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値」
記述統計：散布度 （【データサイエンス】第4回）：データのばらつきを知るための指標として散布度を説明する。
範囲、分散、標準偏差の求め方を理解する。
「相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）」
記述統計：相関（【データサイエンス】第12回）：2つの変数の関係性を示す指標として相関係数の求め方につい
て学び、相関係数の読み取り方を理解する。

 ・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など（6回）

 天気図の予報円を例に、標本データから母集団の特性を予測する方法について学ぶ。（6回）
「データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化など」
・推測統計：推測統計の考え方、推測統計：区間推定（【データサイエンス】第7回、第8回）：測統計の基礎的な
考え方を理解し、母集団の性質を推定する方法として区間推定について学ぶ。
「データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、
挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など」
・グラフ作成とデータの可視化、データ集計（【コンピュータリテラシー】第7回、第11回、第15回）：データに適し
たグラフを種類と選択と作成方法、データの可視化について学ぶ。

 ・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介（8回）

 工場で製造される製品の精度の評価について学ぶ。(8回）
「教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介」
・生成AI（【AIと社会】第6回）： 生成AIの利活用事例を紹介する。
・現代社会におけるAIの利活用 （【AIと社会】第11回）：AIを活用する社会のあり方について各分野の実例など
を交えながら検討する。

 ・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護（15回）
 ・データ・AI活用における負の事例紹介（15回）

 データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護など、データ倫理について学ぶ。（15回）
 データ・AI活用における負の事例紹介を取り上げ、データ・AI活用の限界について学ぶ。（15回）
「AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）」
・AI の公平性と透明性、AIと人間らしさ（【AIと社会】第5回、第10回）：AIにおける公正性の確保と透明性の重
要性を検討し、さらに、AI と人間らしさについて、心理学的哲学的側面から検討する。
「データバイアス、アルゴリズムバイアス」
・アルゴリズムと倫理（【AIと社会】第7回）：アルゴリズムが生み出すバイアス（偏見）、差別、プライバシー侵害
などの問題点について検討する。
「データガバナンス」
・AIガバナンス、AI とリスクマネジメント（【AIと社会】第12回、第13回）：AIを社会で活用するうえで、そのガバナ
ンスをどうすべきか考え、AIによってもたらされるリスクとその対応、そしてAIを活用する上での責任について考
える。
「生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など」
・生成AI（【AIと社会】第6回）： 生成AIの限界、ハルシネーションなどについて知る。
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2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

該当なし

ICT（情報通信技術）やAI技術の急激な発展・普及に、正しい知識を持って対応できるようになる。データに基づいて現状を理解でき、
新しい価値を生み出すための基礎として、「データを適切に読み解ける」、「データに基づいて適切に説明できる」、「データを適切に扱
える」能力を身に付ける。

を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

 ・データの比較（条件をそろえた比較、処理前後での比較、A/Bテスト）（9回）

 工場での製品生産の精度を例に、データの比較について学ぶ。（9回）
 データの比較においてRCTの重要性について学ぶ。（9回）
 グラフとしてデータ表現することで、外れ地を発見する。（10回）
「データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）」
・グラフ作成（【コンピュータリテラシー】第7回）：データに適したグラフを種類と選択と作成方法、データの可視
化について学ぶ。
・Excel 基礎（【データサイエンス】第2回）：表計算ソフトを用いて、散布図や箱ひげ図の作成方法、見方など、
統計を学ぶ上で必要な知識、技能を学ぶ。
「データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)」
・推測統計：統計的仮説検定の考え方と推測統計：t検定 （【データサイエンス】第10回、第11回）：データの比
較においてRCTの重要性について理解し、2群の平均値を比較するt検定について学ぶ。
「相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーションなど）」
・情報収集とデータ分析、整理と表現（【コンピュータリテラシー】第12回～第15回）：情報を収集し、分析し、整
理して、スライドにまとめる総合的な活動に取り組む。

 ・データの集計（和、平均）（2回）
 ・データ解析ツール（スプレッドシート）（2～14回）

 データの集計（和、平均）について学ぶ。（2回）
 データ解析ツール（スプレッドシート）を用いた演習に取り組む。(2-14回）
「データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）」
・Excel 基礎（【データサイエンス】第2回）：表計算ソフトにおいて分析を行うためのデータの作成・表記方法を知
る。
「データの集計（和、平均）」
・表計算ソフトによる計算式と関数（【コンピュータリテラシー】第7回、第9回、第10回）：表計算ソフトによる計算
や関数の利用について修得する。
「データの並び替え、ランキング」
・データ集計（【コンピュータリテラシー】第11回）：表計算ソフトを用いたデータの並び替えや抽出、ランキングな
どの方法を学ぶ。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 132 人 （非常勤） 272 人

② プログラムの授業を教えている教員数 2　6 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

相模女子大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

相模女子大学共通教育機構規程

学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に
理解し、それを活用する基礎的な能力を育成すること、並びに、数理・データサイエンス・ＡＩに
関する知識及び技術について体系的な教育を推進することを目的とする。

本プログラムは、学生が数理・データサイエンス・AIに関心を持ち、適切に理解し、専門分野で
の実践的なデータ活用能力を育成することを目的とする。単独の科目として完結するのではな
く、各学科の専門教育と体系的に連携し、学際的な視点からの課題解決能力を養う。
具体的には、メディア情報学科や社会マネジメント学科における社会調査、人間心理学科にお
ける心理学実験・調査、管理栄養学科や健康栄養学科における栄養統計学と接続し、データ
収集・解析・可視化・統計的推論などのスキルを体系的に習得できる学習設計を行っている。
また、本学が強みとする地域連携活動を活かし、自治体や地域企業との協働による実践的な
データ分析プロジェクトを実施し、実社会の課題解決に貢献できる人材を育成する。これによ
り、データサイエンスの知識を学内にとどめず、社会実装へと展開するための実践的な機会を
提供し、学生がデータ駆動型の意思決定を行える能力を身につけることを目指す。

中林　正身（機構長・副学長（教育担当）・学芸学部英語文化コミュニケーション学科教授）
池田　仁人（機構長・副学長（教育担当）・子ども教育学科教授）
石上　正也（副機構長・学修・生活支援課長）
加藤　由樹（情報教育系列部会長・学芸学部メディア情報学科教授）
後藤　和宏（自然科学系列部会長・人間社会学部人間心理学科教授）
伊東　俊彦（人文科学系列部会長・人間社会学部人間心理学科教授）
小泉　京美（社会科学系列部会長・学芸学部英語文化コミュニケーション学科教授）
湧口　清隆（社会科学系列部会長・社会マネジメント学科教授）
上條　美和子（語学教育系列部会長・学芸学部英語文化コミュニケーション学科教授）
笹田　周作（健康教育系列部会長・短期大学部食物栄養学科教授　健康栄養学科教授）
富田　充保（教職課程部会長・栄養科学部健康栄養学科教授）
松永　幸子（教職課程部会長・英語文化コミュニケーション学科教授）
金井　喜一郎　宮原　志津子（司書課程部会長・学芸学部日本語日本文学科教授）
渡辺　幸倫（さがみ総合講座運営委員会代表委員・学芸学部英語文化コミュニケーション学科
教授）
大村　正史（短大代表・短期大学部食物栄養学科教授）

共通教育機構運営委員会

中林　正身　池田　仁人 共通教育機構長

中林　正身　池田　仁人 副学長（教育担当）

(常勤）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 25%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 3,676

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

具体的な計画

50%

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるよう、全学共通科目の選択必修科
目として開講しており、卒業単位に含むことのできる科目である。

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるよう、コンピュータリテラシーは全学
共通科目の必修科目として、データサイエンスおよびAIと社会は選択必修科目として開講して
おり、卒業単位に含むことのできる科目である。

さらに、受講機会を最大限確保するために、「コンピュータリテラシー」はLMS（学習管理システ
ム）を活用したオンデマンド学習支援を提供し、時間割の制約がある学生や、専門科目との両
立が求められる学生でも、柔軟に取り組める環境を整備している。 「データサイエンス」や「AIと
社会」は春学期・秋学期の両方で開講し、学生の履修選択の幅を広げることで、学修機会を増
やしている。

1%

35%

15%

本プログラムの目標達成に向けた学生のプログラム履修促進及び、数理・データサイエンス・AI
を理解する必要性の認識を広げるため、学生への周知に努めている。
2023年度は、初年度という事もあり１クラス展開（秋学期のみ）で開講したが、2024年度は春学
期・秋学期に2クラス展開として実施する。また、昨年度に引き続き広報にも力を入れ、より多く
の学生が履修するように促していく。

2025年度の全学共通科目のカリキュラム改定では、より本プログラムの内容に即した科目
（「データサイエンス」「AIと社会」等）を設置し、引き続き履修者増加を目指し、対策を進めてい
く。
2025年度から開始される新カリキュラムでは、リテラシーレベルのデータサイエンス教育をさら
に充実化し、全学生がデータサイエンス・AIの基礎を体系的に学べる仕組みを構築した。さらに
「データサイエンス」「AIと社会」を選択科目として設置することで、学生に段階的な学習機会を
提供することができるようになった。
この改定の目的は、学生が必修科目としてコンピュータリテラシーを履修することで、情報処理
の基礎を身に着けるだけでなく、選択科目として開講されている「データサイエンス」で、統計・
機械学習・データ可視化の実践的なスキルを習得し、「AIと社会」で、AIの社会的影響、応用事
例、法制度・倫理の観点も学ぶことを周知する機会を設けたことである。
さらに、この新カリキュラムでは、企業・自治体との連携事業である「さがみ発想講座」および、
その成果を発表する「さがみ発想コンテスト」において、データサイエンスを活用した問題解決
を実践する機会も提供していることを周知し、履修率の向上に務める。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

学期開始前に実施する各学科のオリエンテーション資料としてチラシを配布し、全学生の目に
触れるよう広報を実施している。

また、学生が授業のすきま時間に立ち寄れる自習室にも広告を掲示し、学期中を通じて広報す
る。学修相談デスクのあるラーニングコモンズでは、定期的に「履修説明会」や「体験セッショ
ン」を開催し、先輩履修者が実際の学習内容や活用事例を紹介する機会を設ける。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

授業支援ツール（LMS）に、授業で使用する資料（動画資料も含む）、演習課題を置いて、授業
時間内だけでなく、授業時間外の事前・事後学修がいつでもどこでもできるようにしている。さら
に、履修者全員が閲覧可能な掲示板や、一人ひとりの学生に対して個別に指導ができる個別
指導コレクションと呼ばれるLMS上の機能を用いて、学生から質問や相談を受け付ける仕組み
もある。

加えて、理系の大学院生をティーチングアシスタントとする学修相談デスクを設置し、学生が個
別あるいは少人数のグループで自分では解決できない問題について、常時相談することがで
きるようになっている。

オリエンテーション実施時に、チラシを作成して配布する。また、学内に掲示を貼り、学生の認
知度を高める。合わせて、本学のポータルサイトを用い、全学生宛てに広報連絡を実施する。
2024年度の履修者数増加に向け、教授会などでも周知し、専任教員による履修相談や、情報
系教員の授業等において、学生に本プログラム対象科目の履修を勧めてもらうよう、情報系に
限らず全ての教員に周知し、協力を依頼していく。

 本学の全ての学生が1年次春に受講する「さがみ総合講座」の第11回では、「データサイエン
ス」および「AIと社会」を担当する教員が登壇し、「大学での授業の受け方(4) ～データサイエン
スの活用について～」と題した本プログラムの導入授業を実施する。本講義では、データサイエ
ンスの基礎やAIの社会への影響について解説するとともに、「データサイエンス」および「AIと社
会」の授業内容を紹介し、履修の推奨を行う。更に本プログラムの履修者数を増やすため、全
学共通科目の必修科目「コンピュータリテラシー」の授業内でも本プログラムを周知する。
　授業期間開始前に開催されるオリエンテーション時には本プログラムのチラシを作成・配布す
る他、本学のポータルサイトやデジタルサイネージを活用して認知度を高める等様々なアプ
ローチをおこなっていく。
　また、本プログラムが、さがみ発想講座や発想コンテストを通じて、データサイエンスを活用し
た問題解決に不可欠であることを周知する。さらに、教授会を通じて全教員に情報を共有し、専
任教員が学生に直接履修を勧められる体制を整える。特に、情報系教員だけでなく、データサ
イエンスの応用が期待される社会科学系・自然科学系・人文科学系の教員にも協力を依頼す
る。



シラバス



2単位数必修・選択区分

コンピュータリテラシーＡ

共通科目科目区分

授業科目名

授業の
到達目標

日常生活および学生として活動する上で必要とされるコンピュータリテラシーの習得を目標とする。具体的には、1)学内のコンピュータ環境の利
用方法を知る、2)インターネットに関する基礎的な仕組みを理解する、3)文書・レポートの作成、データの集計および発表資料の作成に関わる文
書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトの基本的な操作方法を身に付ける。

この授業では毎回、インターネットに接続されたパソコンを使った演習を通して、情報社会で不可欠なICT活用の基礎を習得する。具体的には、
タイピング練習から始めて、コンピュータ、インターネットの基礎知識やブラウザを使ったWeb上の操作を学び、Microsoft Word（文書作成）、
Excel（表計算）、PowerPoint（プレゼンテーション）の基本的な機能を使った演習を行う。

授業概要

1

授業計画

ガイダンス：情報処理室の使い方、OSの基本操作、タイピング練習の仕方

コンピュータとインターネットの仕組み

文書作成(1)：文字入力、文字の修飾

文書作成(2)：段落、拡張書式

文書作成(3)：罫線と図形描画

文書作成(4)：総合的な文書の作成

1

2

3

4

5

6

必修

開設学科

全学共通科目（大学）／メディア情報学科2025

学年 １年生 学期 春学期 開講年度 2025

担当者 今井　さやか

表計算(1)：表計算の基本機能、計算式、グラフ作成

7

タイピング練習ができる。ファイルの保
存ができる。

大学の電子メールが使える。

MS-Wordの基本的な操作ができる。

MS-Wordの拡張書式が使える。

MS-Wordの表の作成および図形描画ができ
る。

MS-Wordを利用した文書作成ができる。

MS-Excelで計算式を使える。グラフを作
成できる。

各回の授業概要№ AL 学びのポイント

8

表計算(2)：オートフィル、相対参照と絶対参照

○

MS-Excelの相対参照、絶対参照を理解す
る。



授業計画

※

授業方法
（回数）

必要な
受講環境

Word、Excel、PowerPointを使った最終課題（続き）：情報の整理と表現

表計算(3)：関数の基礎

表計算(4)：関数の応用

表計算(5)：データ集計

プレゼンテーション(1)：箇条書き、図形描画、アニメーション

2

プレゼンテーション(2)：スライド制作

9

10

11

12

13

14

15

毎週最低2時間は、パソコンに向かい、次回の授業で行う操作の確認をすること。特にパソコンに不慣れな人は、日常生活の中で積極的にパソコ
ンを使用する機会を増やし、情報処理教室の開放教室や自宅などで予習をすること。

授業内で習得できなかった内容について、パソコンを使用して十分に復習しておくこと。
毎週最低2時間は、パソコンに向かい、授業で行った操作、作業をもう一度行うこと。

授業態度の内訳は、以下である。
授業への積極的な参加　40％

使用する教材を、初回の授業で担当教員が伝える。

授業内で適宜紹介する。

この科目は「見つめる科目」です。パソコンを自ら操作する中で色々な発見をしてください。
課題などの取り組みに関する総評はmanabaで行います。

予習

復習

成績評価
上記以外

（その他の内容等）

教材(その他)

参考文献等
(その他)

先生からの
メッセージ

参考ホーム

○

○

MS-Excelで基本的な関数が使える。

MS-Excelで関数の入れ子が使える。

MS-Excelで基本的なデータ集計ができる
。

MS-PPTの基本的な操作ができる。

MS-PPTで目的に合ったスライドを制作で
きる。

Officeを総合的に活用できる。

Officeを総合的に活用できる。

成績評価 0 0 100 0

参考文献等

教材

試験(%) レポート(%) 授業態度(%) その他(%)

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

インターネットに接続したPCが必要である。

※重要※　原則manabaによるオンライン授業（オンデマンド型）で実施するが、対面やオンライン授業（リアルタイム型）で実施する回がある場

オンライン授業（リア

Word、Excel、PowerPointを使った最終課題：情報収集とデータ分析

0 0 15対面授業 オンライン授業（リアルタイム） オンライン授業（オンデマンド型）



2単位数必修・選択区分

データサイエンスＡ

共通科目科目区分

授業科目名

授業の
到達目標

現代社会におけるデータサイエンスの重要性について理解し、統計や確率についての基礎的な知識を身につける。また、コンピュータを利用した
データ分析技法を身につけ、データから正しく情報を読み取る能力を得ることを目標とする。

データサイエンスの社会的意義および、その背景にある統計学の考え方について講義し、実際にデータを用いた分析を実践する。
データサイエンスでは、経験的なデータから情報の傾向や性質を数学的に導き出し、まだ起きていない未来についての予測や、データの分類を行
う。また、前提となる統計学は多くの科学分野で分析のためのツールとして利用されており科学的方法論の基礎ともなっている。この講義では、
データサイエンスの数学的な側面を扱わず、あくまでもツールとして利用する立場から説明を行う。
講義では表計算ソフトウェア Excel を用いた演習を用意している。演習には時間を要するため、精力的に予習・復習に励むように心がけること
。

授業概要

1

授業計画

ガイダンス：講義の受け方・データサイエンスとは？　

Excel 基礎

記述統計：尺度水準、代表値

記述統計：散布度

記述統計：確率分布、正規分布

記述統計：標準化

1

2

3

4

5

6

選択

開設学科

全学共通科目（大学）／日本語日本文学科2025／日本語日本文学科2024／
日本語日本文学科2023／日本語日本文学科2022／日本語日本文学科2021／
日本語日本文学科2020／日本語日本文学科2017／英語文化コミュニケーション学科2025／
英語文化コミュニケーション学科2024／英語文化コミュニケーション学科2023／英語文化コミュニケーション学科2022／
英語文化コミュニケーション学科2021／英語文化コミュニケーション学科2020／英語文化コミュニケーション学科2019／

学年 １年生 学期 春学期 開講年度 2025

担当者 三橋　大輔

推測統計：推測統計の考え方

7

現代社会におけるデータサイエンスの重
要性を紹介する。また、データサイエン
スを学ぶ上で最低限必要な高校レベルの
数学知識を復習する。
予習2時間、復習2時間

統計分析を行うためのツールとして
Excel の操作方法の基礎を説明する。基
本的な操作方法を理解すること。
予習2時間、復習2時間

データの特徴を知るための指標として代
表値を説明する。平均値、中央値、最頻
値の求め方とその違いをよく理解するこ
と。
予習2時間、復習2時間

データのばらつきを知るための指標とし
て散布度を説明する。範囲、分散、標準
偏差の求め方を理解すること。
予習2時間、復習2時間

代表的な確率分布である正規分布につい
て説明する。
予習2時間、復習2時間

正規分布を用いた標準化の考え方と、そ
の応用について説明する。
予習2時間、復習2時間

推測統計の基礎的な考え方を説明する。
予習2時間、復習2時間

各回の授業概要№ AL 学びのポイント

8

推測統計：区間推定 母集団の性質を推定する方法として区間
推定について説明する。
予習2時間、復習2時間



オンライン授業
実施有無

原則すべての回で対面

授業計画

※

授業方法
（回数）

必要な
受講環境

まとめ・試験

推測統計：正規分布を用いた検定

推測統計：統計的仮説検定の考え方

推測統計：t検定

記述統計：相関

2

推測統計：回帰分析

9

10

11

12

13

14

15

講義は教科書に沿って進行するため、講義前に該当する箇所に目を通すようにしてください。

教科書の練習問題を用いて復習するようにしてください。

複数回の課題を出します。課題の合計点（60点）と試験の成績（40点）によって評価します。

見つける科目：統計学は数値情報から意味を発見する学問であり、同時にツールでもあります。統計的な知識と技術を身につけ、それぞれの分野
で「見つける」ためのツールとして役立てていただきたいと思います。

予習

復習

成績評価
上記以外

（その他の内容等）

教材(その他)

参考文献等
(その他)

先生からの
メッセージ

参考ホーム

正規分布を用いた検定を説明する。
予習2時間、復習2時間

統計的仮説検定の考え方について説明す
る。
予習2時間、復習2時間

統計的仮説検定の事例として、t分布を用
いた検定を説明する。
予習2時間、復習2時間

2つの変数の関係性を示す指標として相関
係数を説明する。また、相関係数の読み
取り方について説明する。
予習2時間、復習2時間

回帰分析を用いた予測について説明する
。
予習2時間、復習2時間

重回帰分析の方法と、データの読み取り
方について説明する。
予習2時間、復習2時間

まとめと試験を行う。
予習2時間、復習2時間

40 60

参考文献等

教材
荒川俊也 『Excelによるやさしい統計解析:オーム社 2020 9784274226120

    東京大学教養学部統計学教室『統計学入門』 東京大学出版会 1991 9784130420655

試験(%) レポート(%) 授業態度(%) その他(%)

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

北川源四郎,、竹村彰通（編） 内 『教養としてのデータサイエンス 講談社 2024 9784065379394

Windows版の Excel を利用するため、予習復習にはそれぞれのソフトウェアを各自のPCにインストールすることが必要となる。Mac 版も同ソフト
ウェアが存在するが、インターフェースが異なるため利用する場合には読み換えて利用すること。

オンライン授業（リア

推測統計：重回帰分析

成績評価

無



2単位数必修・選択区分

ＡＩと社会Ａ

共通科目科目区分

授業科目名

授業の
到達目標

本講義では、AI技術が現代社会に与える影響を理解し、検討することを目標とする。AIの基本技術、技術史、利活用、倫理的課題、法的な対応に
ついて概観し、その未来の可能性について検討する。受講生には講義を通じて、AI技術に関する諸問題について自らの意見を持つことを期待する
。

本講義では、AIの技術的側面とその社会的影響について概説する。AIが引き起こす倫理的問題や社会の変化を、具体事例を紹介しながら、様々な
観点から検討する。AI技術を十全に理解するためにはデータサイエンス、数学、情報科学についての広範な知識が必要であるが、本講義では文科
系学生に向け、なるべく数式などを用いずに説明を行う。

授業概要

3

授業計画

オリエンテーション、AIと社会の関係

AIの技術史

機械学習

ニューラルネットワークと深層学習

AI の公平性と透明性

生成AI

1

2

3

4

5

6

選択

開設学科

全学共通科目（大学）／日本語日本文学科2025／日本語日本文学科2024／
日本語日本文学科2023／日本語日本文学科2022／日本語日本文学科2021／
日本語日本文学科2020／日本語日本文学科2017／英語文化コミュニケーション学科2025／
英語文化コミュニケーション学科2024／英語文化コミュニケーション学科2023／英語文化コミュニケーション学科2022／
英語文化コミュニケーション学科2021／英語文化コミュニケーション学科2020／英語文化コミュニケーション学科2019／

学年 １年生 学期 春学期 開講年度 2025

担当者 三橋　大輔

アルゴリズムと倫理

7

AI技術とは何か、そして現代社会におけ
る役割と可能性について概観する。予習
として教科書第1章を読んでおくこと。以
降、予習復習に関しては下記の「予習」
、「復習」を参照すること。
予習2時間、復習2時間

AIの技術史について説明する。
予習2時間、復習2時間

機械学習および、そのアルゴリズムにつ
いて説明する。
予習2時間、復習2時間

ニューラルネットワークおよび深層学習
について説明する。
予習2時間、復習2時間

AIにおける公正性の確保と透明性の重要
性を検討する。
予習2時間、復習2時間

生成AIの技術的な背景と利活用、および
社会的な影響について説明する。
予習2時間、復習2時間

アルゴリズムが生み出すバイアス（偏見
）、差別、プライバシー侵害などの問題
点について検討する。
予習2時間、復習2時間

各回の授業概要№ AL 学びのポイント
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AIの社会的責任 AI技術によって生み出される社会の分断
や差別の助長について理解し、その社会
的責任について検討する。
予習2時間、復習2時間



オンライン授業
実施有無

原則すべての回で対面

授業計画

※

授業方法
（回数）

必要な
受講環境

定期試験

AIとインタフェース

AIと人間らしさ

現代社会におけるAIの利活用

AIガバナンス

4

AI とリスクマネジメント

9

10

11

12

13

14

15

毎回、教科書の該当するページを読んでから受講すること。それぞれの回の該当ページについては第1回で説明する。（2時間程度）

講義中に配布した資料を再読し、授業時に紹介したWebサービスや分析手法などを自身で確認すること。（2時間程度）

見つめる科目：本講義では、AI についてその技術的背景から、社会での利活用とその影響について説明します、AI を理解不能なものとして見る
のではなく、その仕組みを理解したうえでその功罪を見つめていただきたいと思います。

予習

復習

成績評価
上記以外

（その他の内容等）

教材(その他)

参考文献等
(その他)

先生からの
メッセージ

参考ホーム

人がAIを活用するうえでのインタフェー
スデザインを考える。
予習2時間、復習2時間

AI と人間らしさについて、心理学的哲学
的側面から検討する。
予習2時間、復習2時間

AIを活用する社会のあり方について実例
などを交えながら検討する。
予習2時間、復習2時間

AIを社会で活用するうえで、そのガバナ
ンスをどうすべきか考える。
予習2時間、復習2時間

AIによってもたらされるリスクとその対
応、そしてAIを活用する上での責任につ
いて考える。
予習2時間、復習2時間

AIによって未来の社会はどのように変貌
するかを予測し、よりよい社会にするに
はどうするべきかを考える。
予習2時間、復習2時間

100

参考文献等

教材
江間有沙 『絵と図でわかる AIと社会』 技術評論社 2021 9784297121303

マイケル・ウォルドリッジ 『AI技術史　考える機械への道と インプレスブックス 2022 9784295013709

試験(%) レポート(%) 授業態度(%) その他(%)

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

著者名 書籍名 出版社 出版年 ISBN/ISSN

ロナルド・T・ニューゼル 『数式なしでわかるAIのしくみ　 マイナビ出版 2024 9784839986193

オンライン授業（リア

AI 技術と未来への展望

成績評価

無し









取組概要

大学等名 相模女子大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和6年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

【目的・プログラムで身に付けられる能力】
本プログラムは、学生が数理・データサイエンス・AIに関心を持ち、適切に理解し、専門分野での実践的なデータ活用

能力を育成することを目的とする。単独の科目として完結するのではなく、各学科の専門教育と体系的に連携し、学際的
な視点からの課題解決能力を養う。
具体的には、メディア情報学科や社会マネジメント学科における社会調査、人間心理学科における心理学実験・調査、管
理栄養学科や健康栄養学科における栄養統計学と接続し、データ収集・解析・可視化・統計的推論などのスキルを体系的
に習得できる学習設計を行っている。
また、本学が強みとする地域連携活動を活かし、自治体や地域企業との協働による実践的なデータ分析プロジェクトを

実施し、実社会の課題解決に貢献できる人材を育成する。これにより、データサイエンスの知識を学内にとどめず、社会
実装へと展開するための実践的な機会を提供し、学生がデータ駆動型の意思決定を行える能力を身につけることを目指す。

【修了要件】
全学共通科目必修の「コンピュータリテラシー」（半期2単位）及び選択必修の「データサイエンス」（半期2単位）・
「AIと社会」（半期2単位）の修得をもって、プログラムの修了要件としている。「数理の科学」 「コンピュータリテ
ラシー」「データサイエンス」「AIと社会」の内容は「数理・データサインエンス・AI(リテラシーレベル)モデルカリ
キュラム」(数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム)に準拠しており、各回、授業支援ツール（LMS）を用
いて事前・事後学修の支援をしている。

【実施体制】
◆プログラムの運営責任者：副学長（教育担当）
◆プログラムを改善・進化させるための組織・委員会等：共通教育機構運営委員会
◆プログラムの自己点検・評価を行う組織・委員会など：共通教育機構運営委員会

【科目構成】
1.コンピュータリテラシー
2.データサイエンス 各2単位 必須
3.AIと社会


